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＜連絡事項＞

· 本日14：00　平京子様　処遇検討会（木村参加）

· 11/29　結団式にて勤務調整予定（上野）

· 11/8（月）より、浅坂政美様デイケア正式利用予定。（週5回、月～金／担当医川端Dr）

· 禁食なし（1700ｋｃａｌ）

· 11/8（月）中野先生がエアロビに参加予定（17：00飯野が迎えに行く）

＜業務改善＞

○プログラム

· 11/23（火）の社会資源外出プログラムは予定通りに実施予定。今後も木曜日に社会資源プログラムを組んでいく予定。

○書式検討

· デイケア日誌で計算式が合わない箇所が多い為、修正が必要。

○その他

· 他院からの紹介で通所利用希望があった場合、

1 関係機関へ情報提供する

2 主治医へ意見書・指示箋の作成を依頼

3 本人様と利用日・問診日の希望日について確認

4 PSWに書類提出と共に情報提供する。PSWからDrへ情報提供・診察日の調整・デイケア利用開始日の決定を行って頂く。

＜利用者様情報＞

細越　定生　様～にやつきや、マスクを使用しているスタッフを見て「歯科助手さんですか。」と発言

する事がある。昨日の外来受診では「調子悪いのが治ってきたので前の内容の薬が

欲しい」と希望し変薬となっている。
松倉　健一　様～本日よりデイケア正式利用となる。他者との交流はないが各プログラムへは見学参

加し、不調の訴えなく最後まで過ごす事ができている。
繁名　和恵　様～昼食後に「具合が悪いので静養室を利用したい。」と訴えある。他者が静養室を使用しており今は使用出来ない為1Ｆで過ごすよう伝えると応じている。その後は不調の訴えなく、各プログラムへ参加出来ている。

澤口　直美　様～午前中に頭がボーっとするとの事で静養室で過ごされる。昨日、友人と7時間カラオケにいた為、疲労感があるとの事。午後からは不調の訴えなく各プログラムへ参加できている。

高橋　洋子　様～昨日、無断で青陽館を離れ、むつ食品まで買い物に行くことありその旨を娘様へ報告している。タバコが欲しいのであれば言うようにと娘様から言われたとの事。今までは娘様がタバコを購入していたが、今後は自分で小遣いの中から購入していく事になったとの事。

大久保　康弘様～本日の午前、「体調が優れない。ぼんやりする。先週リントン1.5ｍｇ→3ｍｇに増薬

してから調子が狂った感じがする」と話されている。バイタルは特に異常見られず、

エアロビには15分のみ参加し他は見学をしている。また、今朝眠気が強く起きれず

に8：00に起床したとの事。倦怠感もあるとの事で、次回の外来受診時に担当医へ

報告するよう伝えている。

鹿原　博夫　様～昨日の来所時は表情穏やかであったが、徐々に不機嫌さみられており、声かけにも

無視している様子や素っ気無さがみられている。表情硬さもあり映画鑑賞中は不機

嫌そうに目を伏せている事が多い。一番最後に帰宅され、その際は表情穏やかとな

っている。

＜デイナイトケア事例検討＞

高橋　百壽　様（41）男性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成21年1月13日（1年9ヶ月）

検討内容　：治療計画の評価、見直し

治療計画　

1 他者への厳しい対応がみられる際は振り返りを促し、対人交流技能と協調性の向上へと繋げていく。

2 物事に対し柔軟な対応が出来るよう、こだわりや思考の硬さが見られる際には、振り返りを促し

ていく。

3 負担に感じない程度の作業量や役割を設定し、集中持続性や作業耐性の向上へと繋げていく。

長期目標

母様の介護をしながら安定した生活を送る。

現状について
1 について

· 最近は時々しか来所出来ていない為か、皆の輪の中に入れずにいる事がある。

· 他者からも話し掛けられる事は少ない。

· 以前よりも温和な雰囲気となっている。

· 食器の返却時に自ら手伝い、役割と捉えている様子がある。

2 について

· 自分の意見を貫こうとする事がある。

· 生活に影響する事はあるのか、本人が困るような事があるのかを評価していく。

3 について

· 作品作りでは、助言を聞き入れず、結果や仕上がりにこだわりを持ち行う。

· 工程が複雑なものに関しては集中持続性に欠ける為、取り組む作業内容（単純・繰り返し工程・ゆっくりと行えるものに）を見直す事も検討が必要。

検討結果　

· 週1回のデイナイトケア利用であるが、欠席せずに継続的に利用できるよう関り（面談・観察）を

持っていく事を治療計画に追加する。

· ①～③については欠席していた期間が長く、状態に変化がある可能性も考えられる為、再評価を

行っていく。

＜外来情報＞

大久保　律子様～最近、眼球上転が頻回であるとの事で、予防の為に頓服を毎日服用するようアドバ

イスあり。デイケアを週一回にしたいと希望あり、本人がそうしたいのであればそ

れでも良いとの説明がある。出来る限りデイケア利用日以外で用事を済ませるよう

説明あり。

駒木　洋士　様～両大腿部の疼痛があるとの事で、整形外科受診する予定となり、紹介状作成する。本日インフルエンザワクチン予防接種実施。

久保　興介　様～疲れやすく苛々するとの事。睡眠はとれており、寒くなってくると嘔気症状がでて

くる事については、現在はないとの事。







































